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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年6月26日(2014.6.26)

【公表番号】特表2012-505937(P2012-505937A)
【公表日】平成24年3月8日(2012.3.8)
【年通号数】公開・登録公報2012-010
【出願番号】特願2011-531444(P2011-531444)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  77/26     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 183/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 183/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 183/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  77/26    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 183/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 183/06    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 183/04    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年5月7日(2014.5.7)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　第一の実施態様では、本発明の根底にある課題は、
　（ａ）少なくとも２種の異なるフルオロシランであって、それぞれが同じ一般式Ｉ
　　Ｒｔｆ－ＳｉＸ３　（式Ｉ）
［式中、Ｘは、アルコキシ、ハライド、オキシム、カルボキシル、フェノキシドおよびポ
リエーテルの群から選ばれ、
　Ｒｔｆは一般式ＩＩまたはＩＩＩ
　　－Ｙ－Ｒｆ　（式ＩＩ）または
　　－Ｙ－（ＳｉＲ１Ｒ２Ｏ）ｘＳｉＲ１Ｒ２－Ｙ－Ｒｆ　（式ＩＩＩ）
（式中、Ｙは、－（ＣＨ２）ｎ－、－ＣＯ２－、－Ｏ－、－ＣＯＮＨ－、－Ｐｈ－、－Ｓ
Ｏ２－および－ＳＯ２ＮＨ－の群から選ばれる二価有機部分であり、式中ｎは１～３０の
整数であり、
　Ｒｆは、Ｃ２～Ｃ７の直鎖状または分岐状ペルフルオロアルキレン基であり、ここで該
フルオロシランは、Ｒｆ中の炭素原子数で少なくとも２個異なり、
　Ｒ１およびＲ２は、独立して一価有機残基から選ばれ、
　ｘは０～５の整数である）
を有する直鎖状、分岐状または環状残基である］
を有するフルオロシランと、
　（ｂ）一般式ＩＶ
　　Ｒａ－ＳｉＲ３Ｒ４Ｒ５　（式ＩＶ）
（式中、Ｒａは、１～７個の炭素原子および少なくとも１個の第一級、第二級、第三級ま
たは第四級アミノ基、好ましくはプロトン化されたアミノ基を含む直鎖状、分岐状または
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環状アルキル残基であり、
　Ｒ３およびＲ４は、独立して－Ｒａ、－ＯＲ６および／または－Ｒ６であり、
　Ｒ５は、－ＯＲ６であり、かつ
　Ｒ６は１～３個の炭素原子を含む直鎖状、分岐状または環状アルキル残基である）
を有する少なくとも１種のアミノシランと、
　２０～５０重量％の範囲の酸と
を含む非水系反応性組成物、特に、それらからなる非水系反応性組成物により解決される
。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２０】
　好ましくは、Ｙは、－（ＣＨ２）ｏ－、－ＣＯ２－、－（ＣＨ２）ｏ－ＣＯ２－（ＣＨ

２）ｍ－、－（ＣＨ２）ｏ－Ｏ－（ＣＨ２）ｍ、－（ＣＨ２）ｏ－ＣＯＮＨ－（ＣＨ２）

ｍ、－（ＣＨ２）ｏ－Ｐｈ－（ＣＨ２）ｍ、－（ＣＨ２）ｏ－ＳＯ２－（ＣＨ２）ｍ、－
（ＣＨ２）ｏ－ＳＯ２ＮＨ－（ＣＨ２）ｍ、－ＳＯ２－Ｏ－、－ＳＯ２ＮＨ－、－ＣＨ＝
ＣＨ－、および－ＣＨ＝ＣＨ－（ＣＨ２）ｏ－（式中、ｏは１～３０の範囲の数であり、
ｍは０～３０の範囲の数であり、特にここで二価有機基がさらに分岐状アルキレン基を含
んでもよい）の群から選ばれる部分である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
　好ましくは、この縮合生成物は非水系である。好ましくは、縮合生成物は、１重量％未
満、特に好ましくは０．１重量％未満の水を含む化学系で存在する。意外にも、非水系反
応生成物だけが後の段階（例えば、表面保護剤の一部として）で水加水分解性であること
が分かった。また、そのような反応生成物が水系で生産された縮合生成物と比較してずっ
とより安定（有効期間）であることが分かった。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）少なくとも２種の異なるフルオロシランであって、それぞれが同じ一般式Ｉ
　　Ｒｔｆ－ＳｉＸ３　（式Ｉ）
［式中、Ｘは、アルコキシ、ハライド、オキシム、カルボキシル、フェノキシドおよびポ
リエーテルの群から選ばれ、
　Ｒｔｆは一般式ＩＩまたはＩＩＩ
　　－Ｙ－Ｒｆ　（式ＩＩ）または
　　－Ｙ－（ＳｉＲ１Ｒ２Ｏ）ｘＳｉＲ１Ｒ２－Ｙ－Ｒｆ　（式ＩＩＩ）
（式中、Ｙは、－（ＣＨ２）ｎ－、－ＣＯ２－、－Ｏ－、－ＣＯＮＨ－、－Ｐｈ－、－Ｓ
Ｏ２－および－ＳＯ２ＮＨ－の群から選ばれる二価有機部分であり、式中ｎは１～３０の
整数であり、
　Ｒｆは、Ｃ２～Ｃ７の直鎖状または分岐状ペルフルオロアルキレン基であり、ここで該
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フルオロシランは、Ｒｆ中の炭素原子数で少なくとも２個異なり、
　Ｒ１およびＲ２は、独立して一価有機残基から選ばれ、
　ｘは０～５の整数である）
を有する直鎖状、分岐状または環状残基である］
を有するフルオロシランと、
　（ｂ）一般式ＩＶ
　　Ｒａ－ＳｉＲ３Ｒ４Ｒ５　（式ＩＶ）
（式中、Ｒａは、１～７個の炭素原子および少なくとも１個の第一級、第二級、第三級ま
たは第四級アミノ基を含む直鎖状、分岐状または環状アルキル残基であり、
　Ｒ３およびＲ４は、独立して－Ｒａ、－ＯＲ６および／または－Ｒ６であり、
　Ｒ５は、－ＯＲ６であり、かつ
　Ｒ６は、１～３個の炭素原子を含む直鎖状、分岐状または環状アルキル残基である）
を有する少なくとも１種のアミノシランと、
　２０～５０重量％の範囲の酸と
を含む非水系反応性組成物。
【請求項２】
　前記２種の異なるフルオロシランが、炭素原子数の少ないＲｆ基を有するフルオロシラ
ンと炭素原子数の多いＲｆ基を有するフルオロシランとの重量比０．７～１．３の間で、
存在することを特徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　少なくとも２種の異なるシランについて、ＲｆがそれぞれＣ４の基およびＣ６の基であ
ることを特徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　Ｘは、
　フッ素、臭素、塩素およびヨウ素の群から選ばれるハライド、
　アルコキシドＯＲ７（式中、Ｒ７は、Ｃ１～Ｃ２２の直鎖状もしくは分岐状アルキレン
基である）、
　オキシムＲ８Ｒ９Ｃ＝Ｎ－Ｏ（式中、Ｒ８およびＲ９は、独立してＣ１～Ｃ３０の直鎖
状もしくは分岐状アルキレン基であり、Ｒ８およびＲ９は、同じでも異なっていてもよい
）、
　カルボキシル残基Ｒ１０ＣＯ２（式中、Ｒ１０は、Ｃ１～Ｃ３０の直鎖状もしくは分岐
状アルキレン基である）、
　フェノキシドＭ－Ｐｈ－Ｏ－（式中、Ｍは、水素もしくは一価有機基である）、または
　１個以上の繰返し構造単位（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｑもしくは（ＣＨ３ＣＨＣＨ２Ｏ）ｑ（
式中、ｑは１～１００の範囲の値である）を含有するポリアルキレンオキシドの群から選
ばれ、Ｃ１～Ｃ３０の直鎖状もしくは分岐状アルキレン基で末端化されたポリエーテル
であることを特徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　Ｙが、－（ＣＨ２）ｏ－、－ＣＯ２－、－（ＣＨ２）ｏ－ＣＯ２－（ＣＨ２）ｍ－、－
（ＣＨ２）ｏ－Ｏ－（ＣＨ２）ｍ、－（ＣＨ２）ｏ－ＣＯＮＨ－（ＣＨ２）ｍ、－（ＣＨ

２）ｏ－Ｐｈ－（ＣＨ２）ｍ、－（ＣＨ２）ｏ－ＳＯ２－（ＣＨ２）ｍ、－（ＣＨ２）ｏ

－ＳＯ２ＮＨ－（ＣＨ２）ｍ、－ＳＯ２－Ｏ－、－ＳＯ２ＮＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ－および
－ＣＨ＝ＣＨ－（ＣＨ２）ｏ－（式中、ｏは１～３０の範囲の数であり、ｍは０～３０の
範囲の数であり、ここで二価有機基がさらに分岐状アルキレン基を含んでもよい）の群か
ら選ばれる部分であることを特徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　Ｒｆが、
　（ａ）ＣＦ３ＣＦ２－、ＣＦ３（ＣＦ２）３－、Ｃ３Ｆ７－、（ＣＦ３）２ＣＦ－、Ｃ

４Ｆ９－、Ｃ５Ｆ１１－もしくはＣ６Ｆ１３－の群から選ばれるか、または
　（ｂ）一般式Ｖの過フッ素化ポリエーテル
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　　Ｆ－（ＣＦ２）ｒ－（ＯＣ３Ｆ６）ｓ－（ＯＣ２Ｆ４）ｔ－（ＯＣＦ２）ｕ　（式Ｖ
）
（式中、ｒは１～３の範囲の値であり、ｓ、ｔおよびｕは、独立して０～２００の範囲の
整数である）
であることを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　Ｒ１またはＲ２が、Ｃ１～Ｃ３０の直鎖状または分岐状アルキレン基、芳香族含有基、
アミノアルキル含有基およびフルオロアルキル含有基の群から独立して選ばれることを特
徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　Ｘ、Ｒ３、Ｒ４および／またはＲ５が、アルコキシ基から独立して選ばれることを特徴
とする請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　式ＩのＲｆ基と式ＩＶに存在するアミノ基とのモル比が２：１～６：１の範囲であるこ
とを特徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記組成物が、一般式
　　Ｒ１１Ｒ１２ＭｅＳｉ－Ｙ－Ｚ　（式ＶＩ）
（式中、Ｒ１１およびＲ１２は、Ｒ３またはＭｅの群から独立して選ばれ、Ｚは極性一価
有機基である）
と一致する親水性シランをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記組成物が、３０～４０重量％の範囲の前記酸を含むことを特徴とする請求項１～９
のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記Ｒａが、１～７個の炭素原子および少なくとも１個の第一級、第二級、第三級また
は第四級プロトン化アミノ基を含む直鎖状、分岐状または環状アルキル残基であることを
特徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　Ｘ、Ｒ３、Ｒ４および／またはＲ５が、エトキシ基またはメトキシ基から独立して選ば
れることを特徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
　式ＩのＲｆ基と式ＩＶに存在するアミノ基とのモル比が２．５：１～４：１の範囲であ
ることを特徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項１５】
　請求項１に記載の反応性組成物を製造する方法であって、前記フルオロシランおよび前
記アミノシランを混合し、その後酸処理することにより反応性組成物を製造する方法。
【請求項１６】
　前記フルオロシランおよび／または前記アミノシランがプロトン化形態で反応すること
を特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　請求項１に記載の一般式ＩＩおよび／またはＩＩＩで定義される残基を有する請求項１
に記載の一般式Ｉのフルオロシランと請求項１に記載の一般式ＩＶのアミノシランとの混
合物の酸処理により得られる、該フルオロシランと該アミノシランとの縮合生成物。
【請求項１８】
　前記酸処理に用いる酸が３～７の範囲のｐＫａ値を示すことを特徴とする請求項１７に
記載の縮合生成物。
【請求項１９】
　前記酸処理に用いる酸が４～５．５の範囲のｐＫａ値を示すことを特徴とする請求項１
７に記載の縮合生成物。
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【請求項２０】
　請求項１に記載の組成物および／または請求項１７に記載の縮合生成物を含み、表面保
護剤用の通常の添加剤をさらに含む表面保護剤。
【請求項２１】
　前記表面保護剤が、シリコーン／シロキサン、アクリル化合物、メラミン誘導体および
ワックスの群から選ばれる化合物または該化合物の混合物を０．５～５重量％含むことを
特徴とする請求項２０に記載の表面保護剤。
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